
図
富
報
文
附
闘
第
九
十
九
頁
参
照

北
丹
後
烈
震
地
震
計
詑
象
ハ
共
の
一
)

中
央
気
象
護
グ
ヰ

1

へ
b
F

ト
式
微
動
計
記
象

ヘ
水
平
動

0
・
五
三
一
じ
縮
小
J

/
上
下
動
0
・
五
九
一
じ
縮
小
」



北丹 後烈 震地震計記象(其 の 二 )

沼津測候所グキーへ Fν ト式徴動計詑象く0・五四に縮小〉

図
富
報
文
附
園
第
九
十
九
頁
参
照



北丹 後烈 震 地 震 計記象(共の三〕

石巻測候所合11肇出張所グ・キ ーへ 1レト式微動計詑象 (0・五三八lこ縮小〉

園
守
同
報
文
附
圏
第
九
十
九
頁
参
照
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第七園

日置村大法塔の向精

第五周

目置村日蓮宗寺院山門の鑓位

第 ー且ー・ノ、 園

日 置 村小法塔の同事事

、 ¥
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第
十
六
岡

島
常
村
三
本
松
峠
の
山
樟
浪
ハ
其
の
三
)

第
十
四
岡

島
常
村
三
本
松
峠
の
山
常
浪
(
其
の

、J

第
十
五
園

島
常
村
三
本
松
峠
の
山
樟
浪
ヘ
其
の
ニ
)



第

十

七

岡

上

山

田

の

人

家

第

十

八

園

上
山
田
披
山
陵
遺
山
田
断
層
附
近
の
銭
路



第

十

九

闘

上
山
田

4
り
約
十
町
山
田
断
層
附
近
の
銭
路

第

二

十

周

峯

山

街

道

附

近

の

道

路

亀

裂



第

二

十

岩

部

口
，、、

現闘
は
れ

t: 
る

山

田

断

層

第

十

二

闘

悦

町

の

人

家

倒

潰
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第
二
十
九
闘

口
大
野
村
石
慢
の
輔
倒
(
方
向
東
)

第
二
十
七
周

峯
山
町
、
鐘
棲
の
倒
潰
ハ
方
向
北
東
)

第 第
綿一

網野 ニ
野 十 町 十へ
町闘 石園

燈
の の

被

輸倒ハ方車向害

¥J 



第三十三国

木津村の鐘楼の111事倒く南南西lこ倒ろ〉

/ 
/ 

第三十一園

山田村家屋の破損

第三十二園

口大野村鳥居?れる



E決議 o:4: m :E 
国fヤートIII~寄

コ協議 o .!司頃董

圏同ート[ll滋
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国〉ト→ lll~寄

E16 楼 o 司明言首

盟国ー十III瀦



第三十八園

山田村の被 害

第四十園

峯山町神話士鳥居折れる

第三十九園

口大 野 村 の 被 害



第 四十一園

木滞村鳥居石塔輔倒〈方向北〉

第 四 十 三 国

久 美 演、鐘楼?れる

第四十二周

木 津 村中 舘 石 塔 倒ろ く方向南〉



第四十四国

久 美 演 鐘 楼?れる

第四十六園

網野町附近の山崩れ

第四十五園

同 上



~ 

縫

〉

国

神E

rr 
圏



八
鍬
、
高
谷
、

一
木
、
棚
橋
報
告
附
園
ハ
自
第
四
十
九
固
至
第
五
十
四
回
)

第四十九岡第五十一園第五十三園

鐘燈石墓京口椅遠影

第五十園第五十二園第五十四国

庫輿f勾橋口京岩屋小皐校運動場



第 第八

郷村 五
書入南 五 鍬

4 十 十
リ七

口 五周 報梼棚骨公園
庄

歪 網野4 附
ろ

1里、昆以.

P 戸 E間夜 圃r第五自、
σ3 
1・、 方J11 
(1. 

面
十五え廿

望 岡
む ~ 包

第
-pJk、a 

十
第 第四

断五

郷1Ll前遊n1A 五十4，周、a 号Z 線扱E 十八
闘

走 路
る
f‘、 方今

役場均村l 
げ

.* 噌 時 4 輔 る

。“ 居断
裏 r 

て
にノ



第
六
十
一
園

断
層
行
鍛
か
横
切
ろ
(
高
橋
村
に
て
)

第
五
十
九
園

郷
村
北
入
口
に
て
断
層
遁
路
か
切
る

第 第

橋高六 断 -FL、
北士 唐 十

三入- 線

口周 上園

で断暦道路九』

の

家

屋

倒

横切
潰

献
る

況



第六十三園

下問街道 Lり網野街道iこ通?る道路の陥泣
高
谷
、

第六十五園

市場村八幡神世燈舘の

墓石の割れt:るお示す

i 
一
木
報
告
附
園
ハ
自
第
六
十
五
園
至
第
大
十
八
圃
)

四十

岸

第六

漬離湖

第六十六園

岩瀧町海岸の大地割

方向北二十度西

幅二尺五す長さ十問
沈



l減問→合持活時，河111ω蒲)
河い寸〉ω沖n.，斗同河い蛮

壁接持 a :Eマi

画〉ート〉ト滋

ミ軍 lBe 灘 ~ m :E 

圏 Eヤ→ 〉トミヰ

川



第 六 十 九 園

郷村断層池部茂右衛門氏宅前

関

第七十周

小
野
、
棚
橋
報
告
附
園
ハ
自
第
六
十
九
固
至
第
百

一
岡
)

第七十一闘



第
七
十
二
園

郷
村
入
口
断
層
段
違
ぴ

第
七
十
四
闘

郷
村
断
層

第
七
十
三
国

郷
村
・
ふ
り
高
橋

ι至
る
椅
上

4
サ
下
流

ら
望
む
‘
断
層
川
島
横
切
る

第
七
十
五
園

郷
村
断
層
進
路
の
喰
達
。



第
七
十
八
回

御
堂
岡
の
喰
達
ひ

第
七
十
九
闘

郷
村
断
層
上
に
蛍
ろ
水
問
、

菅
谷
山
奥

第
七
十
六
闘

郷
村
断
暦
道
路
の
喰
違
ぴ

第
七
十
七
園

郷
瞥
察
署
前
高
官
R
4
り
断
層
ら
望
む



第八十二 園

郷村断 層菅谷奥

第 八十 園

郷 村時暦菅谷奥

第 八十 一周

菅谷奥に於げ る陛畔喰遺ぴ



第
八
十
三
園

菅
谷
奥
に
於
げ
ろ

郷
村
断
層
山
田
の
中
私
走
る

第
八
十
五
回

新
治
断
層

第
八
十
四
国

都
村
断
居
菅
谷
奥

第
八
十
六
闘

新
治
断
居



第
八
十
九
闘

網
野
街
道
の
中
央
よ
り
北
方
問
商
の

陥
泣
お
望
む

第

九

十

闘
網
野
騨
・
4
・
り
網
野
町
に
向
ふ
途
中
田

面
の
陥
技

第
八
十
七
岡

新
治
断
層

第
八
十
八
岡

新
治
に
て
断
居
上
の
潰
家



第
九
十
一
闘

網
野
牒
4
り
納
野
町
に
向
ふ
途
中
下

問
に
至
る
道
路
の
陥
波
及
周
曲

第
九
十
三
園

木
津
の
砂
山
陥
泣
し
て
川
口
弘
塞
ぎ
川
上
の
田

島
湖
と
化
す
駄
線
は
段
連
日
の
線
与
一不
す

第
九
十
二
園

浅
茂
川
港
町
中
土
地
の
陥
浪

第
九
十
四
国

木
枠
の
砂
山
陥
設
し
て
田
商
の
持
上

れ
る
状
上
岡
駅
線
上
の
一
部



第
九
十

杢五
お闘
字
上
野
砂
.丘
の
崩
落

第
九
十
七
闘

木
津
村
字
上
野
砂
止
の
崩
落
と
土
地
の

隆
起

第
九
十

木-L..-ノ、
符闘
字
上
野
砂
丘
の
崩
Y後

第
九
十
八
園

山
田
断
層
隊
遵
下
の
道
路

断吹ヘ輪{由一一



ロ圏

、」喝
c-

十



室
伏
、
山
崎
報
告
附
園
ハ自
一第
百
二
凶
歪
第
百
五
周
)

第

百

二

園

(
附
闘
E
鮎
)
岩
の
割
れ
れ
る
所

日
本
地
岸
の
隣
府

第

百

四

国

(附
闘
E
黙
)

浅
茂
川
西
方
小
山
々
麓
の
断
暦

第

百

三

園

(
附
岡
F
駄
)

浅
茂
川
港
西
方
選
路
に
現
れ
れ
る
断
居

第

百

五

園

吉
原
村
小
皐
校
(
新
治
)
北
方
田
甫
中
の
断
居



第

-'--ノ、

ハ
藤
原
、
高
山
報
文
附
園
》

百

園

歪
み
た
伴
は
ざ
る
不
連
績
運
動
の
境
界
の
割
れ
目
、
ハ
1
)
原
形
ハ
3
)
一
旦
雨
ア
ロ
ゆ
/
グ
在
上
げ
、
後
向
ふ
側
の
も
の
丈
ら
釘
頭
ら
押
し
て
落
す
。

山
田
村
役
場
附
近
裂
縛
群
は
此
性
質
著
し
、
卸
南
東
北
西

ι走
る
も
の
さ
北
東
南
西

ι走
る
も
の
さ
交
互
ド
わ
り
雁
行
性
著
し
か
ら
?
、
東
西

の
も
あ
り
。



第百七固く藤原、高山報文附園)

く1)隆起し1:こりのアロ J:lグの中一つ園左側のものら釘の頭ら斜め手前方lこ押 L下げ

て生じれる裂樟群、

之ら所謂郷村断層さ比するに歪みの運動の方向(:t同じけれ共雁行の向きは逆さなる、

是は正、彼れは負乏なる。是嘗然lこして此種のアロ Yグ運動の話l二は其接偶部の表面

暦l工面積々と靖す ~p引き展If'さ る L 震なり O



第

百

八

園

ハ

藤

原

、

高

山

報

文

附

園

)

プ
ロ

Y
グ
の
水
平
移
動
の
貨
験
、
(

1

)

原
形
左
り
側
の
プ
ロ
内
/
グ
か
矢
の
方
向

4
り
押
す
(

3

U

依
り
て
生
じ
れ
る
裂
縛
。
ァ
ロ

Y
タ

の
境
界
面
は
と
り
得
る
震

ι凹
十
五
度
じ
切
り
、
左
サ
側
JV
右
側
に
街
上
す
ろ
様
ド
な
り
わ
ゆ
、
生
じ
れ
る
主
雁
行
は
負

ιし
て
、

歪
の
方
向
も
負
、
貸
際
さ
一
致
す
、
而
し
て
押
し
に
ろ
方
向

.T一
」
り
面
に
向
ふ
故
に
明
ド
医
縮
な
り
。
倫
注
意
す
べ
き
貼
は
第
二

次
裂
縛
わ
る
事
及
、
一
」
り
面
は
殆
ん
ど
巾
な
き
ド
閥
也
?
裂
縛
は
帯
血
臥
部
ド
於
て
現
は
れ
居
る
事
是
或
は
網
野
附
近
に
見
わ
い
ろ
帯
紙

傾
向
島
設
明
し
得
ゐ
む
の
か
o



第

百

園

ハ
藤
原
、
宣
岡
山
報
文
附
闘
》

九

(

1

)

原
形
ハ
4
)
矢
の
方
向

ι押
し
れ
所
、
第
百
八
固
さ
同
様
只
押
す
方
向
さ
と
け
面
の
方
向
約
十
度
な
リ
o
二
列
帯
紙
夏

ι著

L
ハ
網
野
附
近
別
稿
第
八
固
)
又
山
田
断
居
さ
し
て
多
田
理
皐
士
の
調
査

L
れ
も
の
さ
似
れ
も
の
も
あ
リ
o
是
も
底
縮
徴
歪
裂
縛
o

此
模
型
は
少
し
上
か
左
り
巳
廻
轄
し
て
見
ら
れ
わ
い
し
o
ハ
4
〉
の
左
端

ι上
野
漬
詰
の
裂
博
に
比
す
可
き
様
の
も
の
も
見
ゆ
。

く1)

(4) 



第百十一固 く乙〉

乙聞は甲闘右下部l二わる職扱隆起も

近4けて東に向ぴて撮す、 人物は岩

見技手、土犠の高さ l:t六十一糎、遠

景の山lミ堂谷背面の山な リO

第百十周

男山地先海岸噴砂孔列、道路上Lサ北東に向日て

撮すく昭和二年四月十四日降雨中〉遠景徴ρ・lこ煙ろ

11橋立及江尻方面lこLて其手前(:t海面なり 。噴砂

孔l工所謂泥火山の形九・1.(L~1j在なして北十五度東

に向ふ数俊平行す O

(
藤
原、

高
山
、

t 
e三』

岩
見
踏
査
報
告
附
園
)

第百 十 一園〈甲〉

山田村役場東の回面陥設裂棒、本文中第二闘の

(4)なリ、西に向ぴて撮る前面(工役場及率校の致

地ミ パラ Y グ及破れ残サの便所。



第
百
十
二
園
ハ
藤
原
、
高
山
、
岩
見
踏
査
報
告
附
岡
)

本
文
中
第
二
闘
(

8

)

の
裂
催
、
甲
水
平

ι凶
尺
の
移
動
た
示
す
、
東
に
向

υて
撮
ろ
昭
和
二
年
凶
月

十
八
日
国
の
中
央
小
屋
の
周
囲
は
桑
州
其
手
前
は
柏
田
に
塙
た
作
り
蜜
豆
在
植
え
あ
り
、
行
数
四

本
ド
し
て
其
中
央
部
ド
於
て
斜
杭
に
噺
府
的
裂
怖
わ
け
是
ド
沿
ぴ
て
向
ふ
側
卸
北
東
側
が
左
印
北

西
方
じ
手
前
側
卸
南
西
側
が
南
東
に
移
動
し
食
ぴ
注
ひ
は
凶
尺
な
り
、
一
番
左
リ
側
の
行
が
本
来

一
直
線
に
連
続
し
わ
り
に
る
も
の
な
リ
。
乙
国
は
近
4
り
て
撮
す
、
割
れ
目
ド
水
島
湛
え
わ
り
、

人
物
の
踏
み
わ
る
行
は
割
れ
目
ら
距
て
〉
其
れ
さ
略
蓮
り
居
ろ
行
よ
り
も
一
行
右
側
の
行
三
元
来

は
叫
巡
り
居
り
し
も
の
な
り
。

甲

乙

第
百
十
三
岡
(
同
右
ゾ

山
田
村
銭
道
線
路
北
側
山
腰
切
り
取

り
面
上
の
裂
瞬
、
本
文
中
第
二
岡

ハ
四
)
新
割
面
生
じ
わ
り
、
と
り
面
の

走
向
、
北
六
十
二
度
四
傾
斜
下
四
十

二
度
東
北
滑
リ
の
方
向
見
か
げ
上
北

東
側
下
南
ド
落
ち
ろ
o
人
物
の
位
置

か
下
右
4
・
り
上
左
り
に
黒
き
一
一
線
わ

る
が
滑
り
面
ミ
岩
面
と
の
交
線
。
人

物
の
頭
の
上

ι横
ι一
一
線
の
問
み
わ

リ
、
其
部
に
於
て
滑
り
出
し
ら
見
る

沿
得
に
り
。



第

闘

ハ
藤
原
、
高
山
、
岩
見
踏
査
報
告
附
園
〉

百

十

四

城
山
ト
シ
ネ
bw
東
口
北
側
切
取
岩
面
ド
現
は
れ
わ
い
ろ
裂
線
、
甲
全
面
、
略
平
行
し
て
上
下
ド
ニ

僚
の
け
、
前
景
は
餓
泣

V
I
V
o
乙
闘
は
下
部
の
も
の
か
近
く
4
り
撮
る
、
昭
和
二
年
四
月
十

八
日
中
岡
岩
面
の
向
ふ
側
に
黒
色
斜
面
の
見
ゆ
る
は
赤
土
の
脳
務
面
な
り
、
裂
僻
ド
梢
雁
行
性

見
ゆ
向
き
は
正
な
り
。

甲

第
百
十
五
圃
ハ
右
同
)

網
野
南
方
丘
上
の
裂
線
、
本

文
中
第
三
岡
ハ
7
)
立
ち
て
地

面
に
腕
乳
母
載
ぜ
あ
リ
、
膝
の

港
じ
見
ゆ
る
地
面
は
前
方

ι

わ
る
も
の
に
て
其
部
分
の
割

れ
目
の
底
は
遁
に
深
く
固
ド

は
見
へ
わ
ら
?
、
略
南
じ
向

き
て
撮
る
、
昭
和
二
年
凶
月

十
六
日

乙



第

E縦 q甲百
のに.

十
六
園
〈
藤
原
、
高
山
‘
岩
見
踏
査
報
告
附
闘
》

網
野
鹿
北
方
回
面
の
高
低
と
乙
其
れ

ι伴
ふ
小
裂
糠
・
甲
固
有
側
さ
中
央
の
人
物
の
中
程
に
断
商
品
露
は
さ
ざ
る
不
連
績
線
あ

ι側
卸
東
側
は
沈
下
‘
水
ら
湛
へ
西
側
は
隆
起
す
.
背
景
中
央
の
丘
は
網
野
騨
南
の
丘
に
て
第
百
十
五
園
の
割
れ
目
は
此
丘
の
脊
た

割
り
し
も
の
な
り
。
丘
の
附
近

ι見
ゆ
る
は
停
車
場
及
附
近
の
パ
ラ
Y
グ
。
乙
園
の
裂
糠
は
不
蓮
績
線
に
封

L
て
北
西
方
じ
射
出
し
、

雁
行
在
な
す
も
の
〉
部
な
り
、
故
に
此
割
れ
目
は
展
張
裂
憾
な
り
。

甲

乙



第百十 ，じ 聞 く藤原、高山、岩見踏査報告附圃〉

木津村の滞水、闘の中央部前方の丘低くなら木のなき所|こ谷間Aわりo右側山沿ひの'上野部落1:j信ふて枇る〉小JIIと闘の左端俵野Lり来り山艇か繰り て北l二流ろ〉小川ミ此谷間lこ合して海に入る。海!:t園の中央ιり会手の訟の有る砂丘邸「封j山Jの向ふ側に在り、此寓費lt木津温泉

場より上野部落l二行〈道ミ依野道之の分岐思附近l二て北に向。1て撮ろく昭和二年四月十七日 〉此7./tlHiの部分l:t震災前l:t良回なりしむJ地震の際1:r上。山Jの東側の谷lこ臨む舗面の崩落さ其南方谷の入り口 より「上り山」の腰lこ沿()て地盤の隆起あり Lさの震に水路か断れれ急蹴lこ浸水し、

一時(1温泉場附近迄も浸水しれりしが、崩落しれる砂l:t幾程もな く7"'1こ流れ去りて河床た露しれる1;t1こ及人工lこて隆起部l二新lこ河床・ル坊i翠しt=ろ昂iこ税減*しれ oL f，.J此岡l二示す程度の湖沼た存しめリ O

一一叫尋J



第
百
十
八
園
(
藤
原
、
高
山
、
岩
見
踏
査
報
告
附
闘
》

申
「
上
り
山
」
の
南

ι於
げ
る
断
層
的
高
低
。
水
面
は
滞
水
の
一
部
な
り
、
元
来
水
平
な
り
し
悶

面
が
三
尺
の
高
低
差
た
生
?
、
段
違
ひ
線
の
方
向
ば
略
南
北
な
り
、
此
線
の
北
方
延
長
上
に
出
庄
崩

れ
見
ゆ
‘
此
農
は
赤
土

ιし
て
崩
落
商
た
直
角
に
割
る
割
れ
目
わ
け
其
巾
約
一
尺
此
山
犀
崩
れ

4

り
も
手
前
の
回
百
日
間
方
向
じ
更

ι大
な
る
高
低
差
か
生
じ
れ
る
所
わ
け
O

(

第
九
三
国
参
照
)

乙
岡
は
減
水
た
計
る
矯
に
人
工
に
て
掛
り
仁
る
川
な
り
闘
の
小
山
三
人
物
と
の
中
間
に
見
ゆ

ろ
岡
商
は
山
形
に
降
起
し
あ
り
c

甲

乙

第

百

十

九

闘

(

右

同

)

「
上
サ
山
」
砂
丘
上
の
陥
落
、
甲
桃
林

ιて
略
水
平

ι返
く
左
リ
側
4
り
右
側

ι斜
下
し
め
リ
れ

る
も
の
が
、
地
震
の
伺
い
見
ろ
が
如
く
大
陥
民
ル
な
す
、
出
仙
段
州
の
如
く
見
ゆ
る
も
の
元
は
一

平
面
内
に
有
り
し
も
の
な
り
、
乙
同
所
松
林
中
の
陥
泣
い
4
ろ
段
遺

υ、
高
低
差
一
丈
館
。

甲

-、

7. 



第

百

十

園

(藤
原
、
高
山
、
岩
見
踏
査
報
告
附
園
)

開
江
海
岸
一
の
隆
起
、
甲
東
岸
玄
武
岩
の
如
し
乙
西
岸
子
持
告
、
白
色
に
見
ゆ
る
は
震
災
前
最
低
干
潮
市
以
下
に
わ
り
土
ろ
牡
嘱
殻
な
り
寝

買
撮
影
の
官
時
の
水
位
は
平
常
4
り
も
高
き
方
な
り

L
J」
云
ふ
。
白
色
部
の
高
さ
約
二
尺
五
寸
。

乙


